






















































































メリカ現代美術の研究に関連する なので 分野や時代が異なれば、また別のアー イヴを使うこ なる。　
アメリカ美術アーカイヴは、一九五四年にデトロイト美術館の館長が中心となっ


























































していたので、展覧会カタログ フリードの議論は、グリーンバーグの主張と対立することになる。この文面から、 リーンバ グ ポストカード フリ ドの議論に批判的な意見を書いたであろうこと、そして、フリードが 分の主張を変えてグリーンバーグに歩調 合わせようとし ることがわかる。　
こうした手紙は、第三者への開示を前提にして書かれているわけではないため、


































うためには、グリーンバーグが書いた文章やそれに関する研究などを網羅的に読む必要があるからである。つまり、アーカイヴ資料の価値はその場では判断がつかないことが多いのである。だが、そもそも哲学でも文学でも人文科学の研究は、一回読んで論点 すべて見え ということはありえないだろう。同じ 章を幾度となく読み返したり、関連文献のネットワークのなかで比較検討したりしながら、ほとんどの研究は進められるのである。　
したがって、アーカイヴ資料もまた、将来的には、他の研究資料と同じように参
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